
（別紙３）

～ 2026年3月30日

（対象者数） 15名 （回答者数） 12名

～ 2026年3月30日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・今後も利用者様や保護者様と話し合う機会を積極的

に設け、信頼関係の構築に努めていく。

2

・利用者様の成長に合わせて内容をアップデートして

いく。

・今後も日々職員同士で支援内容の改善点を見つけ、

改善を行っていく。

3

・職員間の連携を強化し、更なる安心安全を心掛けて

いく。

・施設内掲示物を用いて児童発達支援の利用者様も分

かりやすいルールづくりを行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・企画立案を出すための時間を設ける。

・地域のイベントを調べて参加し、交流する機会を

作っていく。

・積極的に地域の行事に参加していく。

2

・事前にアンケートを取り、研修会やペアレント・ト

レーニングなどの企画していく。

・保護者様、ご家族様向けイベントや研修会の立案、

情報共有出来る仕組みを作っていく。

3
・保護者様のニーズがあれば、今後は季節毎に利用者

様のご兄弟も参加出来るイベントを企画していく。

・利用者様や保護者様が安心して通所していただいてい

る。

・送迎時やモニタリング時にしっかりと時間を確保し保

護者様と連携が取れている。

・毎日ミーティングを行い、職員同士で情報共有が出来

ている。

・日々のプログラムの内容を工夫し、利用者様の個別支

援計画に基づいた支援を行っている。

・定期的にイベント会議を実施し、プログラム内容を話

し合っている。

・職員同士で利用者様の情報共有を行い、日々改善をし

ている。

・児童発達支援の利用者様も安心して受け入れられる環

境を整えている。

・年齢に合わせた支援道具を準備したり、安全に配慮し

て入り口にゲートの設置をしている。

・利用者様だけでなくご兄弟様への支援が出来ていな

い。

・利用者様のご兄弟様も一緒に参加できるイベントの立

案が出来ていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域の園や事業所などとの連携や交流が取れていな

い。

・交流する為の企画立案が検討出来ていない。

・地域の行事や他事業所の行事に参加出来ていない。

・保護者様・ご家族様向けの研修会やイベントなどが実

施出来ていない。

・保護者様にアンケートを事前に取れていない。

・保護者様やご家族様も参加可能なイベントの立案が出

来ていない。

2025年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービス　88Kiyosu

○保護者評価実施期間 2025年11月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


